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（事業の目的） 

 新居浜市では、市政に関する市民の皆さんの意見をお聴きし、市政運営の参考とするために、

市政モニター制度を設けています。 

 今回の市政モニター会議は、参加希望いただきました市政モニターの皆さんと、市長との直接

対話を通じて、市政の状況などをお知らせするとともに、いただいた意見を今後の市政運営の参

考とさせていただくことを目的に実施しました。 

  

（日 程） 令和５年２月１７日（金）  ９：３０ ～ １１：５０ 

 

（場 所） 新居浜市消防防災合同庁舎 ５階災害対策室 

 

（参加者の状況） 

 

<性別> 

 

 

 

 

   <年代別>                 

 

      ※年齢は令和 4年 4月 1 日時点 

               

※数値は、単位未満を四捨五入しているため、総数と内訳の合計は一致しない場合があります。 

 

 人数 割合 

男性 15 人 75.0％ 

女性  5 人 25.0％ 

合計 20 人 100.0％ 

 人数 割合 

20 歳代 0 人 0.0％ 

30 歳代 0 人 0.0％ 

40 歳代 2 人 10.0％ 

50 歳代 4 人 20.0％ 

60 歳代 3 人 15.0％ 

70 歳代 8 人 40.0％ 

80 歳以上 3 人 15.0％ 

合計 20 人 100.0％ 

 

男性

75.0%

女性

25.0%

 

40歳代

10.0%

50歳代

20.0%

60歳代

15.0%

70歳代

40.0%

80歳代

15.0%
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（内 容） 

  ①市長講演   「新居浜市政について」 

＊市長より、今年度に実施した主な事業、来年度に計画する主な事業等について説明 

 

＜はじめに＞ 

 「第６次長期総合計画」の推進について 

  ～豊かな心で幸せつむぐ～ － 人が輝く あかがねのまち にいはま － 

＜令和４年に実施した主な事業＞  

～「将来都市像」を実現するための６つのまちづくりに沿って～ 

１ 未来を創り出す子どもが育つまちづくり 

     ・学校給食センター建設事業 

・給食支援事業 

・子育て世帯支援事業（市独自給付） 

２ 健康で、いきいきと暮らし、支え合うまちづくり 

   ・生活困窮者生活支援事業 

   ・医師確保対策    

  ３ 活力とにぎわいにみち、魅力ある職場が生み出されるまちづくり 

   ・クルーズ船にっぽん丸の発着 

    ・あかがねキッズパークリニューアル事業 

     ・プレミアム付き地域商品券発行事業 

４ 安全・安心・快適を実感できるまちづくり 

・主要幹線道路の整備 

・川西地区おでかけタクシー（デマンドタクシー）試験運転 

・滝の宮公園リニューアル事業 

・高柳公園整備 

・河川改修事業 

・カーボンニュートラルポート（ＣＮＰ）の推進 

・新居浜ＬＮＧ基地、新居浜北火力発電所の事業開始 

  ５ 人と地域の力で豊かな心を育み、つながり、学び合うまちづくり 

     ・端出場水力発電所整備事業 

・都市間交流事業 

     ・地域づくり促進事業 

・総合運動公園整備＆市民文化センター建設事業     

  ６ 人と自然が調和した快適に生活できるまちづくり 

・下水及びし尿の一括処理 

 ・新居浜市気候非常事態宣言 

 ・斎場大規模改修事業 

 ・ごみの一部有料化 

 ・水道料金・下水道使用料の改定 

 ・ＳＤＧｓ未来都市 

＜トピック＞ 

 ・マイナポイント・あかがねポイント 
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 ・スマートシティの推進 

 ・「ふるさとにいはま便」学生支援事業 

 ・地方創生インターンＴＵＲＥ－ＴＥＣＨ（ツレテク） 

 ・プチモニを提案した高校生が快挙「国際子ども平和賞」受賞 

 ・生活ガイド．Com 調べ「全国住み続けたい街ランキング」四国１位     

  

  ＜おわりに＞ 

   新型コロナウイルス感染症の一日も早い終息を願うとともに、市としても感染症対策と社会経済活動

との両立を図るべく、各種施策に全力で取り組む 

       誠実・決断・実行 → 『笑顔輝く新居浜市』の実現 

 

  ②市長講演の内容に関する質疑応答 

＊いただいた質問と市からの回答（※ご質問・回答は内容を要約、編集しています。ご了承ください。） 

 質問 市の回答 

1 

平成１６年災害の時にも溢れて大

変だった東川金栄橋について、先日

ボーリング工事などもしていただい

ていたようだが、いつぐらいに橋梁

架け替えができるのか伺いたい。 

平成１６年災害で当該場所から溢れ、それ以後も台風が来る

たびに橋桁すれすれまで水が至るので、早急に対処するべく県

に要望をしていたところ、昨年基本整備計画を策定していただ

き、早速ボーリング調査なども行っていただいているところで

す。これから事業を進めていくのですが、その場所だけではな

く、東川全体のやり直しが必要で、河川の場合は下流側から施

工していかないと水のはけ口がないため全体的な視点で取り

組む必要があります。しかしながら、当該場所については特に

早急な対応を県に要望しているところでございます。改修のた

めには道路工事の必要も出てきますが、一番問題になるのは用

地所有者の方の了解をいただく部分ですので、今県と協力して

市も用地問題の解決に取り組んでいるところです。 

（市長） 

2 

講演の中に福祉という言葉が出て

こなかったが、障害者の方への、生

活改善とか、利便性向上とか、そう

いう部分については目新しいもの

がないと考えているのか。 

今日の講演の中には出ておりませんでしたが、福祉について

は従来から、非常に重要だと考えており、それぞれ予算の中で

対応をしているところでございます。 

デマンドタクシーや或いはコロナ禍で疲弊した生活困窮者

に対するする支援事業などにつきましては、講演の中でもお話

ししましたが、その他の点については従来の事業を充実してい

きたいと考えております。 

（市長） 

3 

ごみについて。ごみ有料化以後、

持ち込みごみについては約５分の１

まで減ったということだったが、定

期収集している持ち込みごみ以外の

ごみは増えているのではないかと思

うが、状況を伺いたい。 

 持ち込みごみを一部有料化する際に最も心配したのは、持ち

込みごみが減っても、不法投棄が増えたり、或いは定期収集ご

みが増えたりするのではないかということを心配しておりま

したが、そういう情報は今の所入っておりません。 

（市長） 
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清水自治会の漁業団地では、猫を

捨てに来たり、軽トラで大きなごみ

を持って来たりすることが多々あ

る。その原因は昔の海苔の作業小屋

が老朽化しており、そこへ捨てに来

ているようで自治会も非常に困って

いる。これについては、農林水産課

と廃棄物対策課に話をして、口頭で

はなく文書で回答してくれるように

お願いしているので市長からもよろ

しく伝えていただきたい。 

早速担当課に話しておきます。そういうことがあれば監視カ

メラの設置なども考えないといけないと思われるため、早速関

係課のほうに対応を指示することといたします。定期収集のご

みについては、増加するかもしれないと予想していたが、実際

のところは増えておりません。持ち込みごみの量も相当数減少

し、定期収集もあまり変わっていないのが実態。ただ、不法投

棄については今後徹底して取り組んでいくことといたします。 

（市長） 

4 

スマートシティの推進の農業分野

について、大島の白いものブランド

化を図るという話があった。これま

でも新居浜の宝としてアピールして

いきたいというような話があった

が、いかんせん大島の農家さんが高

齢化して、人口減少がどんどん進ん

でいる。そういうことも含めブラン

ド化が可能なのか伺いたい。 

新居浜唯一の特産品である白いもでございますので、何とか

伸ばしていきたいという思いは持っておりまして、今地域おこ

し協力隊の方１名に専属で白いもの栽培をしていただいてお

ります。ただ、残念なことに、地域の方々の高齢化により、耕

作を辞めていく方が出ているのも実態でございます。 

以前は植え付け時や収穫時に市内の方から若者が手伝いに

行くような取り組みも実施していたと聞いておりますが、でき

ればそのような体制を整備して、何とか白いもの耕作地を拡大

したいと思っているのが今の状況でございます。可能ならば地

域おこし協力隊も更に要望して増やしていきたいと考えてお

ります。 

それと今回スマートシティということで、ここで取り組んだ

のは、イノシシによる害を減らすため、電気柵を設置し、その

電気柵の監視にＩＴを活用し、さらには品質管理等にもＩＴの

活用を図っております。大変な状況であることは把握しており

ますが、このようなＩＴ技術を生かし、省力化を図りながら、

また携わっていただける方の確保にも取り組んでいきたい、何

とかして大島の白いもを残したいと考えております。 

（市長） 

5 

母子家庭で頑張って子供を高専に

通わせている方がおり、市独自の子

育て支援事業を喜んでいたが、１８

歳までという基準によりもうすぐ支

援が終了してしまう。高専の子供に

対しては、卒業までの５年間は、市

子育て世帯支援事業の対象とできな

いか。新居浜には大学がないのだか

ら高専生を大事にするとよい。その

ために年齢ではなく卒業までに変更

するお考えはないか。 

 １８歳で線を引いておりますので、４年生、５年生になると

今の制度では難しい状況でございます。今後の課題としてどう

するかというのはあります。高専は唯一の高等教育機関でござ

いますことから、市としても大切にしていきたいと考えており

ます。  

（市長） 

6 

総合運動公園の整備について、テ

ニスコートは予定されていないの

か。 

申し訳ございませんが、テニスコートにつきましては山根に

６面あるほか河川敷にもあり、この構想の策定の段階から入っ

てはおりませんでした。  

（市長） 
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7 

小学校のトイレについて、洋式ト

イレの整備が進んでいないと聞いて

いる。最近の子供は洋式トイレじゃ

ないと使いにくく並んで利用してい

るというような話も聞くが、整備状

況を伺いたい。 

学校トイレの整備については、市民の皆様から多くの要望を

いただいておりますので、今年度と来年度で各小中学校 60％

まで整備を行うということで現在事業を進めているところで

ございます。 

 （市長） 

8 

ごみの有料化について新居浜市は

県内でもごみの排出量が多く、その

改善のために一部有料化されたのだ

と思うが、確かにホームページで確

認すると搬入ごみや一般のごみは減

っているようである。それは基本的

には、新居浜市が収集している量や

持ち込み量が減ったということで、

発生量と収集量には恐らく誤差があ

る。家に溜めてあったり、不法投棄

だったりということがあるのだろう

と思う。  

その中で、収集量ではなく、ごみ

の発生量そのものを減らす方策はな

にかあるか。 

今回の一部ごみの有料化に取り組むに当たって、有料化して

も必ずしもごみは減らない為、有料化と並行していわゆるリサ

イクル、リユース、ごみを出さない、ごみを作らない、という

ような取り組みをやって欲しいと考えております。現在実施し

ておりますのは、民間の事業者の方で、リユース、リサイクル

に取り組んでいただいているので、これまで清掃センターに搬

入していた分を、その民間事業者へ持ち込んでいただくと、無

料で引き取っていただけて、その事業者がリユースするという

ふうな取り組みがありますので、そういう事業所を市民の方に

ご紹介をするという取り組みは、もう始めております。もう一

つはやはりごみを出さない生活様式に取り組んでいかなけれ

ばならないと考えております。例えば生ごみのリサイクルとか

ですが、そのようなことも今後考えていかなければならないと

思っています。 

 （市長） 

 

 

・モニター意見発表 

＊いただいた意見と市からの回答（※ご意見・回答は内容を要約、編集しています。ご了承ください。） 

 意見 市の回答 

1 

【新居浜市の将来像について】 

 先ほどの講演の中にあった長期総

合計画が、１０年後に終了した時点

で、どういう町になっていて、どんな

夢が叶うのかというところを明確に

示してほしい。 

最後に述べられた住み続けたい町

全国１位になるとか、そのような目

標やテーマやスローガンなど、市民

に明確にわかるようなビジョンを示

してほしい。 

 １０年の長期総合計画では「未来を創り出す子どもが育つ

まちづくり」というような抽象的な目標を定めております

が、それぞれの目標についてＫＰＩ（重要業績評価指標）と

いう目標値を定めており、それが毎年どの程度達成できたの

かという数値目標を検証することにより着実な目標達成を

目指しております。例えば何年度に人口を何人維持するなど

のような皆さんの幸せに関する項目について、具体的な目標

数値を設定しておりますので、その数値が１０年後にどうな

るかというのがひとつの客観的な指標として見えるのでは

ないかと思っています。また改めてその数値をご説明できる

機会があればご説明させていただきたいと思いますし、長期

総合計画の事業項目ごとに目標数値が設定されております

ので、その達成に向けて今後努力をしていきたい。そうする

ことによって、「～豊かな心で幸せつむぐ～ 人が輝く あ

かがねのまち にいはま」を実現できるのではないかと考え

ています。 

長期総合計画につきましては、毎年確認しながら必要に応
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じて見直しを行い、５年が経過した時点では、全面的な見直

しを行い、目標達成を目指し取り組んでまいります。 

 （市長）  

2 

【大学誘致について】 

若い人を増やすのであれば、大学

があるのが一番であると思う。理系

ならお金がかかるが、他の市（西条市

など）と協力して、文系の大学（法学

部、経済学部、商学部、文学部だけで

も）を設置してはどうか。最初の内は

廃校の教室を利用して授業を行った

り、市営住宅の空室を安い料金で学

生に貸したりなどすれば費用も抑え

られるのではないか。一度市外の大

学へ行ってしまうと、なかなか戻っ

てこられない。移住者を入れてもそ

の子どもたちが大学でよそへ出て行

っては意味がないと思う。こちらで

就職した人には大学費用のいくらか

を返還するなどでもいいのではない

か。 

大学の設立は、地元進学の推進による若者の定着、商店街

や地域産業の活性化、地域の文化水準の向上、人材育成、高

等教育機関の整備・充実による雇用機会の創出などが期待さ

れており、進学機会の確保や親の教育費の負担軽減にも繋が

るものと考えております。 

しかしながら、大学設立に伴う社会基盤整備や公共交通機

関整備など、ハード整備に係る財政的負担、さらには急激な

人口減少、少子高齢化が進む中での学生確保の見通し、将来

的な経営の継続性、安定性など、様々な課題がございます。

大学誘致がもしできるようであれば長期的に検討してみた

いと思いますが、どこの自治体も同じようなことを考えてい

る中、設置後の学生確保など短期での設置は厳しい状況でご

ざいますので、当面の対策としては、大学学部卒業と同じ学

士（工学）の学位が取得できる新居浜工業高等専門学校の専

攻科による若者の定着を推進してまいります。  

（市長） 
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【公民館の今後について】 

自治会を公民館の下につけてサー

クル活動のようにしたいと言ってい

たが、その後どう進展しているか。進

捗について点検をしてほしい。 

関連して、自治会の加入促進につ

いて具体策があれば伺いたい。 

 

 

 

 

 現在、新居浜市では、持続可能な暮らしを実現するため、

自治会、各種団体、企業など、地域を良く知る様々な団体が

連携・協力して、地域課題の解決に向けた取り組みを進める

地域まちづくり組織のモデルを作ってまちづくりの組織化

を進めているところですが、公民館については、新しい組織

における活動拠点として位置づけたいと考えております。公

民館活動などで現在行われているサークル活動などは従来

どおり行っていただくようになるので、自治会を公民館の所

属下に置くというのではなく、公民館も含めて、諸団体をひ

とつにまとめたまちづくり組織を作ろうとしておりまして、

公民館は公民館として社会教育を担っていただくことには

変わりなく、今後まちづくり組織の結成を進めつつ問題点を

洗い出しながら整備をしていきたいと考えています。 

 自治会加入促進につきましては、年々加入率が低下してい

る自治会組織だけを対象にするのではなく、住民全体を対象

とした組織を立ち上げようとしているのがこのまちづくり

組織でございます。しかしながら整備には時間がかかります

ので、引き続き自治会加入の促進も並行して進めていくつも

りです。 

（市長） 

 自治会の加入促進につきましては、新居浜に新たに転入さ

れた方に加入促進パンフレットや、自治会活動の紹介などの

案内資料を差し上げています。また、市政だよりで自治会の

活動を広く市民の皆様に報告する活動も併せて実施してお
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ります。自治会の皆様と一緒に協議を進めておりますが、即

効性のある方策が見つからないというのが現状でございま

すが、自治会の皆様が、防災や福祉、子育てなど市の交付金

を活用して、市民の皆様の支え合いや助け合いにつながる活

動を地域の皆様それぞれに企画立案してもらっているので、

そういった活動を広く市民の皆様にＰＲしていって関心を

高めるとともに、自治会の活動内容について知らない人もた

くさんおられますので、自治会の活動を若い人にも広報して

いくことで加入促進を図っていきたいと考えております。  

（市民環境部長） 

4 

【地域まちづくり組織の進行状況と

課題について】 

現在２つの地区で進められている

「地域まちづくり組織」モデル地区

での進行状況や課題となる事やその

解決方法など、また、全地域への展開

計画時期などについて伺いたい。 

地域運営組織モデル事業は、宮西校区及び中萩校区の２校

区において組織づくりに取り組んでおります。これまでに、

地域において設立準備会を立ち上げ、地域課題や地域資源、

地域の魅力の洗い出しや現状把握など地域が主体的に取り

組んでいただいております。現在、地域独自のまちづくり計

画策定の最終段階に入り、今年度末には新しいまちづくり組

織が設立される見込みです。 

モデル事業の課題につきましては、多様な団体や幅広い世

代の地域のまちづくりへの参画など、後継者等人材確保の難

しさが挙げられ、持続可能なまちづくりを推進していくに

は、地域のまちづくり活動における人材を育成していくこと

が非常に重要であると思われます。今後は、令和５年度に２

校区での取り組み成果等を検証した上で、令和６年度以後に

地域の皆さまと話し合いながら全地域に展開していきたい

と考えています。 

 （市長） 

5 

【防災行政無線について】 

現在の放送設備では、特に行政放

送（ＡＩ）が聞き取れない。家の気密

性や高い建物、樹木のせい。以前、校

区集会等では意見を出し、有線放送

の整備をお願いした。市民全世帯で

はなく、必要と希望する世帯に市か

らの一部補助で整備するか、ネット

ワークシステムで防災ラジオの有効

活用を望みたい。 

 

※欠席のため、当日の質疑応答はな

し。質問に対する回答は右のとおり。 

公民館などの公共施設に設置している防災行政無線及び

自治会所有の放送設備の拡声装置を活用しており、屋外放送

となるため、天候や建物の影響を受けやすく聞き取りの環境

に差異がありますので、ご理解をお願いいたします。 

平時の行政放送につきましては、コミュニティＦＭ放送へ

の緊急割り込み要件を満たさないものは、屋外拡声放送を行

っております。 

放送の補完といたしまして、電話応答システム（050-3797-

2180）及び市公式ＬＩＮＥの行政放送から内容を確認できま

すので、ご活用をお願いいたします。 

防災ラジオについては、推定震度４以上が予想される緊急

地震速報が発表されたときなどの６項目の緊急放送が必要

となった時に、信号を送り自動起動させ、通常の放送に割り

込んで放送をおこないます。 

この防災ラジオは、平成 30 年 6 月から販売を開始し価格

が 9,300 円（令和 2 年 4 月からは消費税率引上げ分等を加

算）のところ、市民の皆様は市助成により 3,000 円で購入す

ることができますが、令和 4 年度末（令和 5 年 3 月）を持っ

て助成事業を終了いたします。 

販売実績については、令和 5 年 1 月末までの 4 年 7 か月の
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間で 3,175 台となっています。 

その他、緊急避難対象地区にお住まいの方、大島地区の方、

国領川及び渦井川の沿岸の自治会役員又は防災リーダーの

方には、防災ラジオを無償貸与しております。 

なお、災害に関する情報については、防災行政無線、コミ

ュニティＦＭ放送、防災ラジオのほかに、エリアメール、メ

ールマガジン、市ホームページ、市公式ＬＩＮＥなどのＳＮ

Ｓでも発信しておりますので、情報を得る手段として御活用

いただきますようお願いいたします。  

6 

【市民活動サロンと国際交流センタ

ーについて】 

 市民文化センター１階にある市民

団体の交流スペース（元まちづくり

協働オフィス）は利用者も少なく、閑

散としているという感が否めない。

地域コミュニティ課と国際交流セン

ターとの官民癒着としか思えない。

こうなったのは元まちづくり協働オ

フィスが一定の役割を終えたという

部分もあるので仕方ないとも思う

が、元運営協議会の会長として寂し

い。そもそも外国人の人たちの問い

合わせ等の窓口が必要なら、あのよ

うな中途半端な一室では不十分で、

ちゃんとした場所を作るべきである

と思われる。であるから、癒着などで

はないと言うのなら、なぜそうなっ

たのか納得のいく説明をしてほし

い。 

元運営協議会会長さんには大変お世話になりましたが、令

和 4 年 4 月に開設をする段階で市からの説明が遅くなり、ま

た開設までの期間も短かったということでいろいろ議論が

あったところでございますが、なんとか開設をさせていただ

きました。スタッフは不在となりましたが、登録団体に対し

て貸館業務（ミーティングスペース）、コピー機、印刷機等の

機器の利用（有料）、プロジェクター等の機器の貸出しを行っ

ております。市民活動サロンの登録団体は、令和 4 年 12 月

末現在で 54 団体の登録があり、令和 4 年 4 月から 12 月末ま

での間に、延べ 162 団体、744 人がミーティングスペースを

利用していただいている状況です。 

新居浜市国際交流協会については、平成３１年３月に、市

内に暮らす外国人の生活支援、地域の国際理解促進など多文

化共生のまちづくりを推進する組織として設立され、同年４

月より新居浜市国際交流協会事業を委託しております。例え

ば日本語教室や外国語講座、あるいは料理教室などなど数々

の事業を行っておりますがそれは違う場所で実施しており

ます。国際交流センターは相談窓口という形で運営をさせて

いただいており、当面はセンターでいろいろな対応をやって

いきたいと考えているところでございます。                   

（市長） 

7 

【ごみの収集について】 

近隣の住民の意見を聞いてきまし

たが、私が住んでいる地域では８軒

に１か所の収集ネットがあるが、そ

の道路向かいには１軒に１か所のご

み収集ネットがある。近所の人も高

齢化が進む中、ネットを設置する場

所のお願いに市役所に行ったが、自

治会長の判をもらってくれなどいろ

いろ言われる。向かい側は新興住宅

が建っているので１軒に１か所のネ

ットがついている。自治会の権限は

どこまであるのか。自治会に加入し

ていないとごみは捨てられないのか

という声も聞く。どんどん自治会員

が減少する中、自治会に入らなくて

高津校区の実態はこちらでも調べさせていただきます。ご

みステーションは可燃ごみについては原則１０世帯に１つ、

総合ごみステーションは３０世帯で一つということで自治

会長、住民からの申し出によって認めるという形にしていま

す。自治会とごみステーションの問題は昨年度、議論をいた

しまして、自治会にごみステーションの管理をしていただい

ているのが実態でございます。不法投棄や清掃や収集残しの

整理を自治会にしていただいているということで、自治会未

加入者のごみステーション利用を認めていただいている自

治会に対しましては交付金として若干のお金を出して管理

をしていただいています。非自治会員の人は捨ててはいけな

いのかというと、そうではなくて、捨てていただくのは大い

に結構ですが、ただしその方には相応の負担、例えば清掃へ

の参加や管理経費の負担をしていただく場合などは自治会

がルールを決めてお願いをしているはずでございます。 

（市長） 
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もごみは捨てられるし、市政だより

は市役所に行けばもらえる状況であ

る。その辺の矛盾について説明をお

願いしたい。 

 

8 

 【Ｕターン支援策について】 

 大学生や大学院生へのＵターン支

援について。 

自宅から通える大学がない為、新

居浜市を離れ大学生活を送る事にな

るが、貴重な人材に新居浜市に戻っ

てきてもらう為に新居浜市として何

かしているか。自治体や企業では奨

学金の代理返還制度を設けていたり

するところもあり、調べたら新居浜

市も名前が載っていた。知らなかっ

たので、どの程度皆さんに知られて

いるものなのかと思う。制度のＰＲ

をすれば戻る人も増えるのではない

か。 

また、Ｉターンについてだが、昨年

暮れに地域協力隊の件で移住失敗の

動画が有名になっているのを見かけ

て住民として悲しい思いをした。せ

っかくシティプロモーションしてい

るので、このようなことにならない

といいと思う。 

 

 市内の医師不足解消のため、医師に対する奨学金制度を設

けていることにつきましては、先ほどの講演にてご説明させ

ていただきましたとおりでございます。一般の学生につきま

しては、進学等で本市を離れた若者の U ターン促進を図るた

め、市内の中小企業等に就職した若者を対象に「奨学金返済

支援事業」を実施しておりますが、ＰＲが足りていない部分

もございますので、今後もっとＰＲをしていかなければなら

ないと考えております。もう一つは、若者との継続した関係

の構築を図るとともに地元への愛着を深めてもらうため、今

年度新たに学生版全国「にいはま倶楽部」を創設し、年に１

回交流会を開いて、意見交換等を実施しております。その中

で、今年度は松山での会に学生さんをお招きしようというこ

とで、学生の方々に来ていただき、そこで合同の企業説明会

も開催し、ぜひ新居浜市に帰ってきてもらいたいという話も

させていただきました。東京、大阪でも先日実施しましたが、

そこへも学生さんをお招きいたしました。現在 872 人の方に

登録いただいており、ネットワークができておりますので、

そこを通じて就職情報等様々な情報を発信し、U ターン促進

につなげたいと考えております。またふるさとにいはま便と

いう 3,000 円相当の特産品を学生に送付させていただくとい

うような取り組みを行っているところです。 

 地域おこし協力隊の件につきましては、大変残念な結果で

あると私も思っております。この方とは問題後もお話をさせ

ていただきましたが、非常にまじめな良い方で、一方別子山

の自治会の方も地域の為に一生懸命頑張っていただいてい

る中、双方の意見が合わず、大変残念な結果となりました。

他にも地域おこし協力隊の方はおり、その方々は今でも順調

にやっていただいております。出て行かれた方について市が

リアクションをすると、またそこから炎上するということも

ありますので今はじっと耐えているのが現状でございます。

耐えて新しい人が入ってくる状況を整えたいと思っており

ます。  

  （市長） 
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9 

【新居浜太鼓祭りについて】 

２０２２年新居浜太鼓祭りは、全

国ネットのＴＶで工場前の統一行動

での乱闘騒ぎ現場が放送され、新居

市民として非常に恥ずかし思いをし

た。基本的に太鼓祭りは自治運営な

ので、市は後方支援ということはよ

くわかっているが、各地域の太鼓台

運営委員会、運営協議会によってや

り方、取組も大いに違いがみられる。

一番問題であるのは川西地区で、こ

こ２０年くらい喧嘩武装しての運行

を黙認していたり、二輪をつけてい

ないものは喧嘩でないという取り扱

いをしたり、喧嘩両成敗が徹底され

ていなかったりする。あるいは、一宮

神社建替えや元号変更などに伴って

出場停止のはずの太鼓台を出場させ

たりするなど決まったことをすぐに

変更することもある。同じ自主運営

でも岸和田だんじり祭りの組織（年

番長・・・）西条祭りの組織（鬼頭

会・・・）などはうまくいっている。

各協議会でのルールなどをＨＰでア

ピールするのが必要ではないか。平

成 30 年に太鼓祭り推進委員会で太

鼓祭り平和運行実現に向けた実施計

画があるが、殆ど実現されていない

ので、市長から再度、この提言をベー

スに、どうしたら平和運行が実現で

きるのか推進委員会の位置づけ含め

て組織をすべて見直していただきた

い。 

 新居浜太鼓祭りが暴力行為によって「危険な祭り」だと思

われてしまうことは大変残念なことであり、新居浜市民が望

む秋祭りの姿ではありません。また、何よりも、先人から受

け継いだ太鼓祭りの伝統や誇りが暴力によって歪められて

しまうことは断じて許されることではございません。市のイ

メージアップにいろいろ取り組んでおりますが、あのような

ことがあると、折角のよいイメージもすぐに損なわれてしま

うということで、とある企業さんからもこのようなことをや

っていると新居浜に人が集まってくれないというようなお

叱りも受けたところでございます。 

今年のお祭りではなんとか平和運行が実現できるよう思

って居るところでございます。先ほどお話のあった西条、岸

和田も同じだと思いますが、祭礼ということで行政が直接運

行に関わるということはしておりませんが、西条や岸和田で

は運営の方がイニシアティブをお持ちだと伺いましたので、

そういう方がおられると違うかもしれませんが、新居浜の場

合は先ほどお話がありました太鼓祭り推進委員会があり、そ

こに市も入っており、警察もオブザーバーとして参加してい

ただき、各自治会、運営委員会・運営協議会、商工会議所、

女性ネットワーク、神社庁なども入っておりますので、昨年

のことを受けて、まず、この推進委員会で鉢合わせや暴力行

為の禁止、罰則の強化、警察当局との協力について検討・議

論していただき、そこで私の方からも強く申し入れをしたい

と思っているところでございます。 

 （市長） 

10 

【これまでの取組と今後の観光展望

について】 

最近町を見ていると綺麗になっ

た、将来が楽しみだと感じる。平成３

０年３月に策定された、観光振興計

画について進捗状況と今後の予定を

伺いたい。 

直近では、滝の宮公園のリニューアル事業や、若宮小学校

跡地を利用したワクリエ新居浜の開設などが主なものでご

ざいますが、それに伴う観光客入り込み客数の変動につきま

しては、新型コロナウイルス感染症の影響が出る前は、市内

全体で約 260 万人を超えておりましたが、現状ではコロナ禍

において、令和３年度には約 120 万人と約半減している状況

でございます。これはやむを得ない状況ではございますが、

国においてもアフター・コロナを見据えたインバウンド観光

施策に積極的に取り組むとされていることから、市において

も国の施策に対応し、引き続き観光客や観光消費額の増加に

向け取組みを進めてまいりたいと考えております。直近の観

光施設整備につきましては、旧端出場水力発電所が２８日に

オープンして一般開放される予定となっており、マイントピ
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ア別子の端出場と一体となった観光振興に大いに努めてい

きたいと考えているところでございます。まだ、途中ではご

ざいますが、住友山田社宅の整備をし、一帯を含めた産業遺

産の周遊ルートの整備も今後進めていきたいと考えており

ます。 

（市長） 

11 

【高齢者交通機関利用パスの発行に

ついて】 

 高齢者用交通機関利用パスの発

行。 

最近高齢者による交通事故の発生

のニュースを頻繁に見聞きする。私

も後期高齢者になったら免許証を返

納しようかと考えているが、問題は

返納後の移動手段である。名古屋市

では高齢者に対して少額の負担でパ

スを交付してくれて、そのパスで市

バスも地下鉄も乗ることができ、新

居浜とは比較にならないくらい交通

網が発達しているのでそれで充分だ

った。町へ出る、病院へ行くことを考

えると交通機関を利用しなければな

らないが、減っていく年金の中で交

通機関の負担は大きい。無料という

のは無理かもしれないが少額負担で

フリーパスなどを考えられないか。

店の活性化などにもつながるかもし

れないし、滝の宮公園の駐車場不足

の解消などにも役立つのではない

か。 

高齢化社会となり、障害者の方も含めまして高齢者の方の

移動手段の確保というのは大きな問題であると思っており

ます。現在、運転免許証を自主返納された方向けに、交通事

業者独自の取り組みとして、せとうちバスは運賃半額割引、

タクシーは運賃１割引のサービスが既に行われているとこ

ろでございます。また、先ほどの説明の中にもありましたが

デマンドタクシーを上部、川東地区では既に導入しておりま

すが、川西地区でもこれから施行されることにより全市がカ

バーできるようになります。その場合も運転免許返納者には

半額という扱いになっておりますので、当面はそれを利用し

ていただきたいと思います。 

ただ、これからまだまだ高齢者が増加する中、いわゆるフ

リーパスのような安く移動できる手段をどのようにして確

保していくかというのは非常に大きな課題であると思いま

すので、今後引き続き検討を進めていきたいと思っておりま

す。 

 （市長） 

 せとうちバス運賃半額サービスについては、免許返納した

場合に運転経歴証明書を警察で発行してもらえるので、それ

をバスに乗車する際に提示していただければ運賃が半額に

なるというものでございます。またその運転経歴証明書の発

行手数料１，０００円は新居浜市で手数料負担しておりま

す。 

 （経済部長） 

12 

【滝の宮公園のリニューアルについ

て】 

 滝の宮公園リニューアル委員会に

参加させていただいた時に、滝の宮

公園第３駐車場に消火栓もしくは防

火水槽の設置をお願いした。防火水

槽は難しいと思うが消火栓なら検討

の余地有るかもとかのことだった。

滝の宮公園第３駐車場の消火栓は実

現しそうか。 

山の上に消火栓が１つあれば山火

事などの時、大変役立つと思う。今

は、大池などからポンプ車何台か連

ねて上げないと水利の確保が出来な

い。大きな水道管を敷設しているの

で今なら可能ではないか。 

滝の宮公園第３駐車場への消火栓の設置につきましては、

消防本部と上下水道局との協議において、滝の宮公園内に配

水池整備なども行っているところでございますので、ちょう

どタイミングはよいのですが、第３駐車場が配水池よりも高

い位置にあるため水圧が不足する問題があること及び水道

施設整備の技術基準により配水本管への設置は難しいよう

です。かといって下から水を上げるかというと費用対効果の

面で難しいところがあります。以前私も見に行った時に消火

用のポリタンクを見かけましたが、本格的な大きな防火水槽

は無理だとしても、初期消火をするための防火水槽を設置す

ることは可能ではないかと思いますので、検討を行ってまい

ります。   

（市長） 
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【部活動の地域移行について】 

 スポーツ庁からの提言で、部活動

の地域への移行が言われているが、

新居浜市ではどのように持っていく

予定か聞かせてほしい。特に中学校

の部活動をどうするのか、受け皿を

教育委員会が考えるのか、各中学校

が単独で探していくのか、色々の形

が見えて来ると思いますがどこまで

枠を拡げていく予定か等お聞きした

い。 

部活動をどうするのかということについては、教育委員

会、市文化スポーツ局、スポーツ協会、文化協会、ＰＴＡ、

学校等、関係者による部活動の地域移行に関する検討委員会

を設置して来年度中に新居浜市としての推進計画を策定す

るとともに、受け皿についても検討委員会で協議していく予

定です。 

地域移行については、競技ごとに受け皿となる団体や指導

者等の状況が異なることから、一斉に移行させることは困難

であるため、まずは休日の部活動について、可能な競技から

段階的に移行できるよう取り組んでいきたいと考えており

ます。 

 （市長） 
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【学校の自然環境について】 

 道路拡張により学校内の緑がたく

さん失われたところがある。学校の

自然環境について。これからどう緑

を守っていくか伺いたい。 

高津小学校の緑については道路課とよく相談し、回復でき

ればと思います。文部科学省の学校施設整備指針において、

屋外の緑地については、植栽の持つ機能を積極的かつ効果的

に学校施設に取り入れることが重要であるとされており、樹

木、植え込み、花壇等について、児童生徒や近隣住民の安全

確保する上で問題がなければ、できるだけ残していきたいと

考えております。  

（市長） 

＜補足：担当課確認分＞ 

高津小学校内の緑につきましては、道路工事の範囲内の

樹木等の扱いについて学校関係者と協議した結果、樹木が

古く移植しても枯れてしまう可能性が高いこと、また学校

内に移植に適当な敷地がないことなどから、今回は伐採処

理することとなりました。 

今後も工事における学校内の緑地の保護については、十

分留意するよう努めてまいります。 

（道路課） 
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【壮年のサッカー大会について】 

 壮年（４０歳以上）のサッカー競技

の中四国大会を提案したい。 

４０、５０、６０、７０代、８０代 

区分大会を。会場は東予地区で、土日

１泊４チーム、２試合、４試合新居浜

市主催、２５年前関東で経験あり、現

在１２０チームで開催中。 

各種スポーツ大会を開催するのは大変すばらしいことだ

と考えており、今でも剣道などは西日本、少年ソフトボール

も中四国あたりから来ていただいて大会を開催しておりま

す。このような場合には市からも補助金を出したりもしてお

り、実現できるのであればぜひ実現したいところではござい

ますが、お世話をしていただくのは協会の方にお願いしなけ

ればならないので、協会の方からそのようなお話があればぜ

ひ協力したいと考えております。  

（市長） 
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（参加者アンケート） 

  市政モニター会議に参加いただいたモニターの皆さんに、感想やご意見をうかがい、今後の 

参考とするためにアンケートを実施しました。   

  

<アンケート概要> 

調 査 対 象 者 第３回市政モニター会議参加者 ２０人 

調 査 期 間 会議実施日～令和５年３月１日（水） 

調 査 方 法 会議実施時にアンケート用紙を配布し、後日郵送で提出 

回 収 数 （ 率 ） １８人（９０．０％） 

 

<調査結果> 

 

Ｑ１．今回の市長講演や意見交換の内容について、５段階の満足度でお答えください。（１つ選

択） 
   

１．満足 9 人 

２．どちらかといえば満足 3 人 

３．ふつう 6 人 

４．どちらかといえば不満 0 人 

５．不満 0 人 

合計 18 人 

  

Ｑ２．今回の意見交換会に参加して、市の取り組みに対する理解や関心が高くなったと思い

ますか。（１つ選択） 
 

１．そう思う 13 人 

２．どちらかといえばそう思う 5 人 

３．どちらかといえばそう思わな

い 
0 人 

４．そう思わない 0 人 

合計 18 人 

  

 

Ｑ３．今回の意見交換会に参加しての感想やご意見を自由に記入してください。また、今回 

の意見交換会で発表できなかった、市政へのご意見、ご提言がありましたら記入してく 

ださい。（自由記入） 

 

１ 満足

50%

２ どちらかと

いえば満足

17%

３ ふつう

33%

４ どちらか

といえば不満

0%

５ 不満

0%

 

１ そう

思う

72%

２ どちらかとい

えばそう思う

28%

３ どちらかとい

えばそう思わない

0%

４ そう思わない

0%
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たくさんの感想やご意見をいただき、ありがとうございました。いただきましたご意見・ご提言につきま

しては担当課にもお伝えし、今後の行政運営に活用させていただきます。本報告ではその一部を紹介しま

す。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【会議について感想・市政モニター制度について】 

・意見要旨に書かれていない内容を長々と質問している人が多かった。司会者がコントロールしてほしい

と感じました。 

・スタッフの方々の丁寧なご対応、大変感心しております。市政意見交換会、皆様の色々な意見を聞けて

大変勉強になりありがとうございました。 

・建設的な意見が多く、大変勉強になりました。常日頃より刺激が必要ですね。諸目標必達の為、市民の

一体感が大切ですね。 

・意見交換会で交換したことをまじめに受け止めてほしいです。 

・書いていない事をしゃべってしまい、会の進行にご迷惑をおかけしてすみませんでした。次からは「何

分間」と「原稿用紙何枚分」と指定されれば準備の時点で気をつけます。 

・各会・各層及び各年代に対する施策は、多岐に亘り大変充実したものになってきていると感じていま

す。今回の会議では施策のベースとなる歳入側の説明はありませんでしたが、今後とも歳入増加への取

組（短期及び長期）として、税収増対策及び施策改善実施を積極的に推進いただくよう、よろしくお願

いいたします。対面での会議開催ありがとうございました。 

・意見交換会とするなら指名制で意見を述べて、その回答をするだけにとどまらず、同席のモニターの関

連質問をも受けて、もっと時間をとって質疑応答ができる場とするのが良いと思います。 

・初めての市長との会議であり、大変よかったと思います。下記事項について、ご検討いただければと考

えます。①質問数を厳選し、もう少し深いものになるように②質問者側の問題としてもう少し、簡潔に

要領よくすべきだと思います③各部長もご出席いただいていたので、発言も欲しかった。 

初めての会議出席（市長との）であったが、大変良かったと思います。お世話になり、ありがとうござ

いました。 

・様々な御意見・考え方があると思いますが、起承転結を守って進めてほしい。ご活躍願っています。 

・市政モニターの質疑に対して、市長が丁寧に答えられていたので印象に残りました。 

・意見交換の場ではモニターの意見陳述が長い。別紙でまとめてられているので端的に述べてほしかっ

た。 

・いろいろな意見が聞けて考えせられました。市では多くの課題に取り組んでいることがよくわかりまし

た。問題解決にも市民が知る以上に対策をしていることもわかりました。市民側の方がどちらかという

と押し付けてしまっているのではないかとも思いました。 

・市長のお話と質疑。やはり「聞く」というセレモニーを「やりましたよ」という事実を作るための会と

いう感じでした。「聴く」という姿勢は見られませんでした。 

・発言の途中でヤジというか怒号というか発言の邪魔をするものがありました。司会者の制止注意がなけ

れば。 

・全体的に、具体的に解答していただき、ありがとうございます。 

・できない理由をさがすのではなく、必要なら何がなんでも成功させてやるぐらいの気持ちでやってほし

い。 

・今回出席されたモニターの皆様、現市行政への期待と関心を持った市民の集まり。会議を通しの実感で

した。対して市長から 30 件、70 件余、主要行政全てを取り上げて拝聴させていただけるチャンス。市

政モニターの特権でしょうか。そして明日からの情報に繋げて行政、ありがたいとの思いで、さらにこ

れだけの資料の準備ご苦労様です。 
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～ご協力、ありがとうございました～  

【市政へのご意見、ご提言】 

・総合運動公園整備基本計画に載っている駐車場がとても少ないように感じます。グリーンフィールド

も、大変駐車場が少なく、サッカーの利用者がいつも困っております。どうか駐車場を一番に考えてい

ただきたいです。 

・自治会に市が加入促進を図るのであれば、自治会の活動における政教分離が出来ていない状況（自治会

員は神社の氏子、お寺の檀家、太鼓台への参加・寄付、それらのお世話等）がある中、行政が加入促進

をするなら必要最低限の組織（市の連絡網、防災対応等）でないと、個人の心情に踏み入れることが懸

念されます。 

・ごみの収集において、ごみステーションへの管理として、自治会に支援金を支給されていますが、私の

住む小さな団地にごみステーションがあり、団地内で管理していますが、自治会を脱退したので、市に

支援を要望しましたがだめでした。街灯の時もだめで、みんなで負担して、街灯を設置しました。同じ

市民でありながら、自治会への入会を条件にするのは不公平（今の状態の自治会組織としての活動なら

加入できない）だと思います。 

・中途、最終検証を行って見える化を進めてください。 

・移住計画に対して、東京から別子山へ地域おこし協力隊で着任した、元小学校教諭の家族が１年間で辞

められて引っ越していかれました。その時の協力失敗談を YouTube に投稿すると、300 万近くのアクセ

スがあったとのことです。市の HP にもこの家族の着任時の様子が出ていますが、上記に対する市側の

真相コメントが発表されていないように思うのですが、「住み続けたいまち、四国一」に逆行する出来

事ではないでしょうか。 

・学校の環境、緑、木々の保守を実現していただき、小中高校の子供たちが校庭でも緑に触れるよう願い

ます。 

・地域商品券、家族人数によって変わるべき。１人家族でも５人家族でも１セットは不公平。 

・テニスコートがない総合運動公園とのことですが、防災に関しては本格的なものにしてほしい。今の段

階では言い訳のような防災公園のように見える。 

・40 歳以上のサッカー大会の可能性を今調べています。話だけでも聞いていただければよろしいかと思

います。新居浜を活気づけるにはぜひ必要かと思います。 

・今回の対象外でしたが、別子山は新居浜市のあらゆる宝ではないでしょうか。地理的、交通面でも四国

中央市にならなかったこと、先人への感謝の一言です。何しろ別子山は将来の東京・軽井沢ならぬ新居

浜の、愛媛の、四国の軽井沢とは如何でしょうか。 

・最近地域協力隊の件がニュースとなり気がかりでしたが、新たな隊員に市長が委嘱状を交付されたとこ

のこと。安堵の思いです。有機農業自然農法でご活躍とのこと、ありがたい限りです。お元気で目標達

成祈念です。（市政だより２月） 


